
わっしょい！わっしょい！
8月2日、真田まつりが行われ、20基
の子どもみこしや大人みこしが、会場
の運動公園グラウンドをねり歩きまし
た。中央やぐらの周りは、わっしょい
という掛け声と、子どもたちの歓声で
あふれました。
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ゆ
る
や
か
な
音
楽
が
流
れ
る
中

夜
空
に
次
々
と
上
が
る
大
輪
の
花
火
。

８
月
２
日
、
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、

真
田
ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る

大
花
火
大
会
を
見
る
多
く
の
人
で
あ
ふ
れ
た
。

毎
年
恒
例
の
真
田
ま
つ
り
も
今
年
で
１９
回
目
。

そ
ん
な
真
田
ま
つ
り
の
始
ま
り
は
ど
ん
な
様
子
だ
っ
た
の
か

そ
し
て
、
真
田
ま
つ
り
と
名
の
つ
く
祭
り
は
、

真
田
氏
に
ゆ
か
り
の
あ
る
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
。

今
月
は
、
真
田
町
以
外
で
行
わ
れ
る

真
田
ゆ
か
り
の
祭
り
を
訪
ね
て
み
よ
う
。

真
田
ゆ
か
り
の
祭
り
を
訪
ね
る

特
集

町
の
真
田
ま
つ
り
が
始
ま
っ
た

の
は
、
昭
和
60
年
。
そ
の
年
の
４

月
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
水
曜
ド
ラ
マ
で

真
田
太
平
記
の
放
送
が
始
ま
っ
た

年
で
し
た
。

そ
の
頃
、
町
に
は
全
体
で
の
祭

り
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

昭
和
60
年
９
月
号
の
広
報
で
は
、

「
初
め
て
の
町
民
の
祭
典
真
田
ま

つ
り
」
「
真
田
ま
つ
り
に
７
０
０

０
人
」
の
文
字
が
並
び
、
初
の
町

民
祭
り
に
多
く
の
人
が
参
加
し
た

様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

真
田
ま
つ
り
が
始
ま
っ
た
経
過

を
当
時
の
役
場
担
当
者
倉
島
義
彦

（
現
情
報
政
策
課
）
に
聞
き
ま
し

た
。
当
時
は
、
真
田
太
平
記
の
放

送
が
始
ま
り
、
「
こ
の
機
会
を
逃

す
な
」
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
っ
た

と
言
い
ま
す
。
町
民
の
中
に
も
、

「
こ
の
機
会
に
、
何
か
盛
り
上
げ

る
こ
と
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

は
あ
っ
た
と
思
う
」
と
話
し
ま
す
。

そ
し
て
、
急
き
ょ
補
正
予
算
を

く
み
、
真
田
ま
つ
り
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
祭
り
に

出
る
ほ
う
も
、
企
画
す
る
ほ
う
も
、

初
め
て
で
、「
み
こ
し
を
作
っ
た
各

区
の
役
員
の
人
た
ち
は
、
苦
労
し

た
と
思
う
」
と
言
い
ま
す
。
ま
た
、

み
こ
し
を
乗
せ
る
角
材
を
配
っ
た

ら
、
重
す
ぎ
て
交
換
す
る
な
ど
、

試
行
錯
誤
と
「
こ
の
機
会
に
」
と

い
う
町
民
の
熱
気
か
ら
真
田
ま
つ

り
は
、
誕
生
し
た
よ
う
で
す
。
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真田太平記出演者、丹波哲郎
さん、小山明子さん、香野百
合子さんも祭りを訪れた。

みこしや、民謡ながし、菅平
太鼓、真田武者行列など行わ
れ、7000人といわれる人出
となった第１回の真田まつり

こ
の
機
会
に
、
な
に
か
、

盛
り
上
げ
た
い
と
い
う

気
持
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 くらしま・よしひこ／第１回

目の真田まつりを当時の産業
観光課で担当した。

倉島義彦

昭
和
60
年

真
田
太
平
記
放
送
の
年
か
ら

始
ま
っ
た
真
田
ま
つ
り
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２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ

る
真
田
ま
つ
り
で
は
、
様
々
な
催

し
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
、
村
田
さ
ん
が
話

し
て
く
れ
た
の
は
、
松
代
町
内
に

あ
る
６
小
学
校
の
６
年
生
と
婦
人

会
に
よ
る
民
謡
流
し
で
す
。
こ
れ

は
、
真
田
節
と
い
う
勇
壮
な
武
士

を
連
想
さ
せ
る
曲
に
合
わ
せ
て
踊

る
も
の
で
、
ま
つ
り
の
前
に
婦
人

会
の
人
が
、
学
校
に
行
っ
て
教
え

る
の
だ
そ
う
で
す
。
村
田
さ
ん
自

身
も
６
年
生
の
と
き
に
は
踊
っ
た

そ
う
で
、
「
小
学
６
年
生
に
な
る

と
真
田
ま
つ
り
に
出
ら
れ
る
」
と

い
う
村
田
さ
ん
の
言
葉
に
は
、
町

の
大
通
り
で
、
観
衆
の
中
、
伝
統

的
な
踊
り
が
踊
れ
る
こ
と
へ
の
誇

り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

真
田
の
城
下
町
と
し
て
歴
史
を

重
ね
、
多
く
の
商
店
が
あ
る
松
代

で
は
、
人
を
よ
ぶ
た
め
、
街
の
活

性
化
と
い
う
目
的
で
真
田
ま
つ
り

が
あ
る
の
は
当
然
で
す
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
、
「
歴
史
の
あ
る

場
所
で
す
か
ら
、
若
い
人
や
子
ど

も
達
に
、
歴
史
あ
る
も
の
を
伝
え

て
い
く
の
も
使
命
で
す
」
と
村
田

さ
ん
は
言
い
ま
す
。

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
松
代
城

の
復
元
工
事
は
、
今
年
度
中
に
は

終
わ
る
予
定
。
来
年
の
真
田
ま
つ

り
の
行
列
は
松
代
城
か
ら
の
出
発

に
な
る
そ
う
で
、
「
復
元
さ
れ
た

本
丸
太
鼓
門
か
ら
出
発
す
る
行
列

は
か
な
り
見
応
え
が
あ
る
は
ず
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

松代の小学6年生による民謡
流し。曲は、真田節といわれ
る勇壮なもの。

若
い
人
や
子
ど
も
達
に

歴
史
あ
る
も
の
を

伝
え
て
い
く
の
も
使
命
で
す
。むらた・えいじ／真田まつり

実行委員長　松代で3代にわ
たり事業を営んでいる。

村田栄治さん

市
町
村
で
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
大
阪
市
、
宮
城
県
白
石

市
、
秋
田
県
岩
城
町
が
参
加
し
、

真
田
氏
ゆ
か
り
の
市
町
村
の
輪

が
拡
が
っ
て
い
ま
す
。

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
歴
史
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
や
、
史
跡
め
ぐ
り
、
郷

土
芸
能
の
披
露
や
物
産
展
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
て
、
６
回
目
の

今
年
は
、
10
月
12
日
に
秋
田
県

岩
城
町
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

真
田
氏
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市

町
村
が
一
堂
に
集
い
、
人
、
物
、

文
化
の
交
流
を
深
め
て
、
協
力

と
連
携
の
中
で
地
域
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
10

年
に
真
田
町
が
全
国
の
真
田
氏

ゆ
か
り
の
地
に
呼
び
か
け
、
始

ま
っ
た
真
田
サ
ミ
ッ
ト
。

当
初
は
、
長
野
県
の
長
野
市
、

上
田
市
、
群
馬
県
の
月
夜
野
町
、

沼
田
市
、
中
之
条
町
、
吾
妻
町
、

長
野
原
町
、
嬬
恋
村
、
和
歌
山

県
の
九
度
山
町
と
真
田
町
の
10

真
田
氏
の
ゆ
か
り

真
田
サ
ミ
ッ
ト
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長
野
市
の
松
代
町
は
、
真
田
信

之
が
元
和
８
年
（
１
６
２
２
年
）

に
上
田
か
ら
移
封
さ
れ
、
松
代
10

万
石
の
初
代
藩
主
と
な
っ
て
か
ら

10
代
２
５
０
年
に
わ
た
り
、
真
田

家
が
治
め
た
城
下
町
で
す
。

そ
の
松
代
で
は
、
毎
年
秋
に
松

代
商
工
会
議
所
を
中
心
に
真
田
ま

つ
り
を
開
催
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

真
田
ま
つ
り
実
行
委
員
長
の
村

田
栄
治
さ
ん
に
真
田
ま
つ
り
に
つ

い
て
伺
い
ま
し
た
。

松
代
真
田
ま
つ
り
は
、
昭
和
31

年
に
商
工
会
議
所
で
開
催
し
た
え

び
す
講
の
と
き
に
、
「
真
田
十
万

石
行
列
が
行
わ
れ
た
の
が
、
始
ま

り
」
と
言
い
ま
す
。

そ
の
後
昭
和
38
年
の
第
８
回
か

ら
、
真
田
ま
つ
り
と
名
前
が
変
わ

り
、
今
年
10
月
11
日
、
12
日
に
行

わ
れ
る
真
田
ま
つ
り
で
、
48
回
目

を
数
え
る
そ
う
で
す
。

江
戸
時
代
に
10
代
続
い
た
松
代

の
真
田
家
。
ま
つ
り
の
目
玉
と
い

え
る
真
田
十
万
石
行
列
も
、
武
者

行
列
と
い
う
よ
り
も
、
大
名
行
列

を
連
想
さ
せ
る
華
麗
な
行
列
が
そ

の
特
徴
で
す
。

十
万
石
行
列
は
、
初
代
の
真
田

信
之
隊
、
そ
の
妻
の
小
松
姫
隊
か

ら
歴
代
の
藩
主
の
隊
が
続
き
ま
す
。

そ
し
て
、
初
代
信
之
隊
の
信
之
役

に
は
、
真
田
家
の
14
代
当
主
真
田

幸
俊
さ
ん
が
ふ
ん
し
て
、
平
成
２

年
こ
ろ
か
ら
参
加
す
る
よ
う
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
長
野
市
と
知
音
（
ち
い

ん
）
都
市
交
流
を
行
う
市
町
か
ら

の
参
加
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

松
代
出
身
で
、
明
治
か
ら
大
正
に

か
け
て
の
新
劇
女
優
松
井
須
磨
子

の
歌
っ
た
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
歌
」

が
縁
で
、
歌
の
演
出
家
・
島
村
抱

月
、
作
詞
家
・
相
馬
御
風
、
作
曲

家
・
中
山
晋
平
の
そ
れ
ぞ
れ
の
出

身
地
で
あ
る
、
島
根
県
金
城
町
、

新
潟
県
糸
魚
川
市
、
長
野
県
中
野

市
か
ら
の
参
加
と
言
い
ま
す
。

行
列
は
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
公

募
し
た
り
、
松
代
の
企
業
な
ど
が

参
加
し
て
、
行
進
す
る
本
隊
が
３

０
０
人
位
と
、
そ
の
他
に
、
町
人

隊
と
し
て
扮
装
し
て
街
に
い
る
人

が
２
０
０
人
ほ
ど
い
る
そ
う
で
、

祭
り
に
は
２
日
間
で
延
べ
８
万
人

ほ
ど
の
人
出
が
あ
る
と
言
い
ま
す
。

長
野
市
松
代
町

華
や
か
な
十
万
石
の
行
列

松
代
の
真
田
ま
つ
り

松代の真田10万石行列は真
田邸から出発する。行列の人
数は300人ほどになる。

行列には、14代の真田家の
当主真田幸俊さんも信之役で
参加する。

昭
和
３１
年
の
え
び
す
講

が
そ
の
始
ま
り

１４
代
の
真
田
家
当
主
も

参
加
す
る
十
万
石
行
列
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50
を
越
え
る
日
本
そ
ば
の
店
が
あ

る
そ
う
で
、
上
田
市
と
出
石
町
は

姉
妹
都
市
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
出
石
町
か
ら
大
名
行
列
が
参
加

し
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

同
じ
く
姉
妹
都
市
の
新
潟
県
上

越
市
か
ら
武
者
行
列
に
参
加
し
た

り
、
松
代
の
真
田
槍
振
り
行
列
が

来
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
多
く
の
人
を
呼
ぶ
た

め
、
前
の
商
工
会
議
所
専
務
理
事

の
常
田
軍
三
さ
ん
（
真
田
町
荒
井
）

と
一
緒
に
、
全
国
各
地
の
ま
つ
り

を
見
て
、
催
し
物
な
ど
工
夫
し
て

企
画
し
て
き
た
と
言
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
、
上
田
に
は
色
々

な
人
が
来
て
い
て
、
上
田
真
田
ま

つ
り
は
、
「
上
田
だ
け
の
お
ま
つ

り
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
、

武
者
行
列
の
真
田
幸
隆
役
は
真
田

町
、
昌
幸
役
は
上
田
市
、
信
之
役

は
松
代
か
ら
、
幸
村
役
は
、
俳
優

と
い
う
現
在
の
か
た
ち
も
あ
る
と

言
い
ま
す
。

今
後
の
上
田
真
田
ま
つ
り
に
つ

い
て
聞
く
と
、
「
真
田
サ
ミ
ッ
ト

に
合
わ
せ
て
な
に
か
統
一
的
な
イ

ベ
ン
ト
が
で
き
れ
ば
、
楽
し
い
こ

と
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

平
成
13
年
の
真
田
サ
ミ
ッ
ト

で
、
宮
城
県
白
石
市
か
ら
提
案

さ
れ
、
決
定
さ
れ
た
の
が
、
真

田
電
子
博
物
館
で
す
。

こ
れ
は
サ
ミ
ッ
ト
参
加
13
市

町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
真
田

氏
関
連
ペ
ー
ジ
を
連
携
し
て
、

真
田
電
子
博
物
館
と
し
て
構
成

し
た
も
の
で
、
各
市
町
村
を
、

発
祥
・
戦
乱
期
、
継
承
・
興
亡

期
、
近
世
・
中
興
期
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
真
田
氏
関
連
ペ
ー

ジ
へ
と
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
白
石
市
と
真
田
氏

と
の
ゆ
か
り
は
、
大
阪
夏
の
陣

で
戦
死
を
覚
悟
し
た
幸
村
が
、

阿
梅
、
大
八
な
ど
の
子
女
の
後

事
を
託
し
た
の
が
、
白
石
城
主

の
片
倉
重
長
で
あ
り
、
白
石
市

に
は
阿
梅
、
大
八
の
墓
が
あ
る

こ
と
な
ど
が
わ
か
り
ま
す
。

の
ぞ
い
て
み
る
と
、
新
し
い

発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.sa
n
a
d
a
.o
r.jp
/e-

m
u
se/m

u
seu
m
.h
tm
l

江戸芸かっぽれの演舞には、
上田地域出身で、首都圏など
に在住する人たちも参加する。

上田城築城のとき、地固めに
舞われたという常田獅子。上
田真田まつりでは、房山獅子
と１年毎交代で舞われる。

真
田
氏
の
ゆ
か
り

真
田
電
子
博
物
館

6

上
田
の
真
田
ま
つ
り
は
、
昭
和

58
年
の
上
田
築
城
４
０
０
年
祭
に

行
わ
れ
た
真
田
武
者
行
列
と
、
そ

の
前
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
上
田

さ
く
ら
ま
つ
り
が
統
合
し
て
、
昭

和
59
年
か
ら
上
田
真
田
ま
つ
り
と

い
う
名
前
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
か
ら
の
上
田
真
田
ま
つ
り

を
知
り
、
運
営
に
た
ず
さ
わ
っ
て

き
た
上
田
商
工
会
議
所
の
佐
藤
文

雄
さ
ん
に
、
話
を
伺
い
ま
し
た
。

上
田
は
、
仙
石
氏
や
松
平
氏
が

治
め
て
い
た
時
代
の
ほ
う
が
長
か

っ
た
の
で
す
が
、
当
初
か
ら
「
上

田
を
つ
く
っ
た
の
は
、
真
田
氏
だ

ろ
う
」
と
、
上
田
真
田
ま
つ
り
に

な
っ
た
と
言
い
ま
す
。

そ
し
て
、
上
田
で
活
躍
し
た
昌

幸
や
、
幸
村
の
時
代
は
、
戦
国
時

代
と
い
う
こ
と
で
、
武
者
行
列
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
全
国
的
に
も

武
者
が
７
割
以
上
を
占
め
る
行
列

は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
佐
藤
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

今
年
の
上
田
真
田
ま
つ
り
は
、

上
田
城
跡
公
園
で
築
城
祝
賀
と
出

陣
の
儀
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
武
者

行
列
や
、
民
謡
流
し
が
中
央
商
店

街
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
田
城
で
は
築
城
の
と
き
に
、

地
固
め
に
舞
っ
た
と
い
わ
れ
る
伝

統
の
常
田
、
房
山
獅
子
が
１
年
毎

の
交
代
で
舞
わ
れ
ま
す
。
ま
た
真

田
町
の
真
田
鉄
砲
隊
の
演
武
も
行

わ
れ
人
気
を
集
め
て
い
る
と
か
。

中
央
商
店
街
で
は
上
田
市
や
真

田
町
、
青
木
村
な
ど
の
太
鼓
の
競

演
や
、
地
区
の
神
楽
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
「
こ
う
し
た
伝
統
芸
能

発
表
の
場
も
提
供
し
て
い
ま
す
」

と
佐
藤
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

武
者
行
列
が
練
り
歩
く
中
、
民

謡
流
し
、
江
戸
芸
か
っ
ぽ
れ
が
中

央
商
店
街
で
踊
ら
れ
ま
す
。
か
っ

ぽ
れ
は
、
上
田
に
も
道
場
が
あ
り
、

そ
の
師
匠
が
上
田
に
疎
開
し
て
い

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
５
年
く
ら
い

前
か
ら
参
加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

１
回
目
か
ら
真
田
ま
つ
り
に
関

わ
っ
て
き
た
佐
藤
さ
ん
は
、
様
々

な
人
た
ち
が
参
加
し
た
真
田
ま
つ

り
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

上
田
市
生
島
足
島
神
社
の
お
ん

柱
祭
り
の
年
に
は
、
上
田
の
商
店

街
か
ら
上
田
城
ま
で
お
ん
柱
を
引

い
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
上
田
藩
主
が
仙
石
氏
か

ら
松
平
氏
へ
と
代
わ
っ
た
こ
と
か

ら
、
国
替
え
の
相
手
先
の
兵
庫
県

出
石
町
に
上
田
の
そ
ば
職
人
を
連

れ
て
い
き
、
今
も
出
石
町
に
は
、

上
田
市

戦
国
の
武
者
行
列
を
再
現
す
る

上
田
真
田
ま
つ
り

上
田
築
城
４
０
０
年
祭

か
ら
始
ま
っ
た

真
田
サ
ミ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て

イ
ベ
ン
ト
が
で
き
れ
ば
、

お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

さとう・ふみお／上田商工会
議所　業務課長　上田わっし
ょいなども担当する。

佐藤文雄さん

伝
統
芸
能
、か
っ
ぽ
れ

な
ど
多
彩
な
催
し
物

様
々
な
交
流
、工
夫
を

重
ね
た
真
田
ま
つ
り

上田真田まつりは、勇壮な武
者行列が特徴。行列には
1000人を超える人が参加
する。
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以
前
は
、
真
田
庵
の
総
代
や
、

観
光
協
会
で
行
っ
て
い
た
真
田
祭

も
次
第
に
規
模
が
大
き
く
な
り
、

実
行
委
員
会
で
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

現
在
の
真
田
祭
は
５
月
の
３
日

か
ら
５
日
ま
で
の
３
日
間
行
わ
れ
、

３
、
４
日
は
、
町
の
総
合
運
動
場

で
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
が
開
催
さ

れ
、
商
工
会
が
中
心
の
真
田
の
市

や
真
田
み
こ
し
、
幸
村
振
武
杯
ち

ゃ
ん
ば
ら
大
会
な
ど
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
３
日
間
で
３
万
人

が
訪
れ
る
と
言
い
ま
す
。

５
日
は
、
真
田
庵
境
内
で
真
田

父
子
の
法
要
が
行
わ
れ
た
後
、
昼

か
ら
は
、
出
陣
太
鼓
に
送
ら
れ
て

町
民
総
合
運
動
場
か
ら
、
真
田
庵

ま
で
２
・
３
㎞
を
幸
村
、
大
助
、

十
勇
士
ま
た
子
供
武
者
、
薙
刀
隊
、

鉄
砲
隊
な
ど
が
行
進
し
ま
す
。

子
供
武
者
は
、
幸
村
、
大
助
に

人
気
が
あ
り
、
「
配
役
は
、
出
て

く
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
決
め

て
も
ら
っ
て
い
る
」
と
言
い
ま
す
。

ま
た
３
〜
４
歳
の
子
供
の
稚
児
行

列
も
隔
年
で
行
わ
れ
て
い
て
、
九

度
山
町
出
身
の
人
の
子
ど
も
も
出

る
そ
う
で
、
「
武
者
行
列
に
出
る

の
は
、
子
ど
も
に
は
い
い
思
い
出

に
な
り
ま
す
」
と
桜
井
さ
ん
は
言

い
ま
す
。

行
列
が
到
着
す
る
真
田
庵
で
は

地
元
真
田
地
区
の
皆
さ
ん
が
、

「
境
内
で
餅
を
つ
き
奉
納
し
た
あ

と
、
餅
ま
き
が
行
わ
れ
」
、
祭
が

終
わ
る
と
い
う
こ
と
で
、
真
田
父

子
へ
の
思
い
と
、
伝
統
が
感
じ
ら

れ
る
九
度
山
町
の
真
田
祭
で
す
。

夏
は
各
地
で
ま
つ
り
や
、
花
火

大
会
が
開
催
さ
れ
る
季
節
で
す
。

私
た
ち
の
町
で
も
８
月
２
日
に
真

田
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の

人
が
夏
の
１
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
、
１
回
目
の
真
田

ま
つ
り
は
、
丹
波
哲
郎
が
来
て
、

大
人
み
こ
し
も
た
く
さ
ん
出
た
。

す
ご
い
人
出
だ
っ
た
と
い
う
話
を

聞
き
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
き
っ
か
け
は
、
テ

レ
ビ
で
真
田
太
平
記
が
放
送
さ
れ

た
こ
と
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

同
じ
く
真
田
氏
に
縁
の
深
い
地

域
で
は
ど
ん
な
き
っ
か
け
で
、
真

田
ま
つ
り
を
始
め
た
の
か
、
そ
ん

な
疑
問
か
ら
今
回
の
特
集
は
、
企

画
し
ま
し
た
。

取
材
を
す
る
と
、
同
じ
真
田
ま

つ
り
で
も
、
そ
の
地
域
で
真
田
氏

が
関
わ
っ
た
歴
史
に
よ
り
、
そ
の

始
ま
り
や
、
内
容
は
異
な
り
ま
す
。

た
だ
、
そ
こ
に
住
む
人
が
、
ま

つ
り
に
つ
ど
え
る
共
通
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
真
田
氏
は
ど
こ
の
地

域
で
も
魅
力
が
あ
り
、
そ
こ
に
住

む
皆
さ
ん
が
、
主
人
公
と
し
て
祭

り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

真
田
氏
発
祥
の
郷さ
と

に
住
む
私
た

ち
も
、
真
田
氏
と
い
う
財
産
を
も

う
一
度
見
つ
め
直
し
て
み
て
は
…
。

取
材
を
通
じ
て
そ
ん
な
こ
と
を
考

え
ま
し
た
。

編集室からひと言

そこに住む人が、まつりにつ
どえる共通のシンボルとして、
真田氏は、どこの地域でも魅
力ある存在では…。

地
元
真
田
地
区
の
協
力

で
真
田
庵
で
大
餅
ま
き

武者行列は、200ｍにわたり、
大阪など県外からの観光客も
あるという。
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和
歌
山
県
の
九
度
山
町
は
、
１

６
０
０
年
の
関
ケ
原
の
合
戦
で
敗

れ
た
真
田
昌
幸
、
幸
村
父
子
が
そ

の
後
を
過
し
た
町
。

九
度
山
町
に
は
、
昌
幸
と
幸
村

が
住
ん
だ
屋
敷
跡
が
あ
り
、
そ
こ

に
江
戸
中
期
の
寛
保
元
年
に
創
建

さ
れ
た
善
名
称
院
が
真
田
庵
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
真
田
氏
の
縁
か
ら
昭
和

52
年
５
月
４
日
に
、
真
田
町
と
姉

妹
町
提
携
が
結
ば
れ
、
盛
ん
に
交

流
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
は
姉
妹
町
提
携
25
周
年
を

記
念
し
て
、
九
度
山
町
の
真
田
祭

に
真
田
町
か
ら
多
く
の
人
が
訪
ね

た
の
は
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
。

九
度
山
町
で
、
毎
年
５
月
に
行

わ
れ
る
の
が
真
田
祭
。

今
回
、
九
度
山
町
の
真
田
祭
実

行
委
員
長
の
桜
井
茂
さ
ん
に
電
話

で
お
伺
い
し
ま
し
た
。

桜
井
さ
ん
は
、
真
田
庵
の
総
代

で
、
真
田
祭
の
実
行
委
員
長
を
10

年
以
上
務
め
て
い
る
方
。

桜
井
さ
ん
に
お
聞
き
す
る
と
、

九
度
山
町
の
真
田
祭
の
始
ま
り
は
、

昭
和
11
年
と
言
わ
れ
て
い
る
そ
う

で
、
九
度
山
小
学
校
の
全
校
児
童

が
、
郷
土
に
ゆ
か
り
の
深
い
真
田

幸
村
を
偲
び
、
真
田
祭
の
歌
を
歌

い
な
が
ら
、
九
度
山
小
学
校
か
ら

真
田
庵
ま
で
武
者
行
列
を
し
た
の

が
そ
の
最
初
と
言
わ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
当
時
は
、
「
さ
な
だ
ま

つ
り
」
「
か
ぶ
と
ま
つ
り
」
と
言

わ
れ
、
男
子
は
紙
で
で
き
た
よ
ろ

い
、
か
ぶ
と
、
女
子
は
は
ち
ま
き

を
締
め
て
行
進
し
た
そ
う
で
す
。

真
田
祭
の
歌
は
、
「
勝
ど
き
あ

が
る
関
ヶ
原
〜
♪
」
と
始
ま
る
歌

で
、
桜
井
さ
ん
も
「
子
ど
も
の
頃

に
歌
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。

祭
の
開
催
も
当
時
は
、
「
幸
村

の
命
日
で
あ
る
５
月
７
日
に
行
わ

れ
て
い
た
」
そ
う
で
す
が
、
昭
和

31
年
か
ら
子
ど
も
の
日
の
５
月
５

日
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

言
い
ま
す
。

そ
ん
な
い
き
さ
つ
か
ら
か
、
幸

村
、
大
助
、
十
勇
士
に
ふ
ん
す
る

武
者
行
列
は
、
大
人
と
子
ど
も
、

両
方
あ
る
の
が
、
九
度
山
町
の
武

者
行
列
の
特
徴
で
す
。

和
歌
山
県
九
度
山
町

真
田
氏
の
縁
が
と
り
も
つ

姉
妹
町
の
真
田
祭

武
者
行
列
に
出
る
の
は
、

子
ど
も
に
は
い
い

思
い
出
に
な
り
ま
す
。

さくらい・しげる／九度山町
の真田祭実行委員会委員長。
委員長を10年以上務める。

桜井茂さん

昌
幸
、幸
村
の
縁
で
、

姉
妹
町
に

昭
和
１１
年
に
小
学
生
が

武
者
行
列

子供武者行列には、九度山ス
ポーツ少年団の子どもが参加
する。

3～4歳の子どもが出る稚児
行列は、婦人会の総おどりと
隔年でおこなわれる。
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さなだ保育園
おじいちゃん先生と一緒に、
砂場で遊んだよ！

応
じ
て
、
希
望
す
る
保
育
園
が
選

択
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
希
望
す
る
保
育
園
が

定
員
を
超
え
た
と
き
に
は
、
選
考

に
よ
り
入
園
を
決
定
し
ま
す
。

広
域
入
園

保
護
者
の
通
勤
途
中

に
保
育
園
が
あ
る
な
ど
、
他
市
町

村
の
保
育
園
に
入
園
を
希
望
さ
れ

る
と
き
に
は
、
申
し
出
に
よ
り
市

町
村
間
で
入
園
を
調
整
し
ま
す
。

役
場
福
祉
係
ま
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

保
育
料

原
則
と
し
て
保
護
者
の

課
税
の
状
況
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま

す
が
、
今
後
、
国
の
基
準
に
基
づ

き
、
保
育
料
階
層
の
簡
素
化
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

送
迎
バ
ス

町
内
の
希
望
す
る
保

育
園
（
す
が
だ
い
ら
保
育
園
を
除

く
）
へ
、
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

な
お
、
料
金
は
無
料
で
す
。

入
園
期
間

入
園
の
申
し
込
み
の

と
き
に
、
希
望
す
る
入
園
期
間
を

申
し
出
る
と
、
毎
年
の
入
園
申
し

込
み
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

保
育
園
は
、
家
庭
や
地
域
と
連

携
し
、
子
ど
も
た
ち
が
健
康
で
楽

し
く
生
活
で
き
る
環
境
に
配
慮
し

て
い
ま
す
。

昼
間
の
大
半
を
保
育
園
で
過
ご

す
、
子
ど
も
た
ち
。
家
庭
的
な
雰

囲
気
を
大
切
に
、
一
人
ひ
と
り
が

生
き
生
き
と
遊
べ
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
子
ど
も
に
育
っ
て
！

●
体
の
丈
夫
な
子
ど
も

●
意
欲
的
な
子
ど
も

自
分
の
気
持
ち
を
表
現
で
き
る

よ
く
見
つ
め
、
行
動
で
き
る

人
と
協
力
で
き
る

や
り
と
げ
ら
れ
る

●
思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も

問
い
合
わ
せ

福
祉
係

有
線
２
０
２
２

q
72
―
２
２
０
３

行政フラッシュ
保育園の入園案内

行政フラッシュ

3歳未満児3歳以上児

10

来
年
４
月
か
ら
、
町
内
の
保
育

園
に
入
園
を
希
望
す
る
お
子
さ
ん

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
日
程

○
そ
え
ひ
保
育
園
　
10
月
16
日

（
木
）
午
前
10
時
〜
11
時

○
す
が
だ
い
ら
保
育
園
　
10
月
16

日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

30
分

○
さ
な
だ
保
育
園
　
10
月
17
日

（
金
）
午
前
９
時
〜
11
時
　

申
込
方
法

各
保
育
園
に
「
申
込
書
」
を
用

意
す
る
の
は
、
９
月
25
日
（
木
）

そえひ保育園
スーパーの袋でこいのぼりを
作ったよ！

すがだいら保育園
保育園に消防車がやってき
た！消防士さんとパチリ。

以
降
で
す
。
お
子
さ
ん
一
人
に
つ

き
、
１
枚
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
込
書
以
外
に
、
源
泉

徴
収
票
や
就
労
（
内
職
）
証
明
書

な
ど
が
必
要
で
す
。
申
込
書
の
内

容
を
確
認
し
、
準
備
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
申
込
書
と
こ
れ
ら
の
書
類

は
、
受
付
日
に
第
１
希
望
の
保
育

園
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

保
育
園
で
は
、
少
子
化
や
夫
婦

共
働
き
家
庭
の
一
般
化
な
ど
、
子

育
て
環
境
の
変
化
に
こ
た
え
る
た

め
、
保
育
情
報
の
提
供
や
保
育
時

間
の
延
長
な
ど
、
働
く
お
母
さ
ん
、

お
父
さ
ん
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

各
保
育
園
で
も
随
時
、
育
児
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

保
育
園
の
情
報

町
内
保
育
園
の

規
模
や
保
育
方
針
・
特
徴
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
育
園
の
選
択

子
ど
も
の
個
性

や
保
護
者
の
仕
事
の
状
況
な
ど
に

保育園を公開します。
いつでも見学できますので、

保育園へ連絡をとってお出かけください。

保 育 園 名
所 在 地
有 線 番 号
電 話 番 号
開 設
園 児 定 員

長時間保育

障害児保育
一 時 保 育
乳 児 保 育

さなだ保育園
横尾
２２８８

７２―２０５０
平成８年
１５０人

午前７時３０分～８時３０分
午後４時３０分～７時

１歳から
行っています

―
６か月から

そえひ保育園
萩

２３０２
７３―２５３２
昭和32年
６０人

午前７時３０分～８時３０分
午後４時３０分～７時

１歳から
行っています
１歳から
６か月から

すがだいら保育園
菅平

２１３２
７４―２１６０
昭和37年
６０人

※午前７時３０分～８時３０分
午後４時３０分～６時
１歳から

行っています
―

１歳から

入
園
の
申
し
込
み
受
付
は

１０
月
１６
日（
木
）・
１７
日（
金
）。

※すがだいら保育園の早朝保育は、7月から9月までの３ヶ月間のみです。

保
護
者
が
自
由
に
、

保
育
園
を
選
べ
ま
す
。
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７
月
27
日
、
サ
ニ
ア
パ
ー
ク
菅

平
で
、
サ
ッ
カ
ー
の
元
Ｊ
リ
ー
ガ

ー
で
解
説
者
の
長
谷
川
健
太
さ
ん

が
町
内
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
子

ど
も
達
に
サ
ッ
カ
ー
の
指
導
な
ど

を
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
制
施
行

45
周
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
長
谷
川
健
太

の
サ
ッ
カ
ー
パ
ー
ク
」
と
い
う
番

組
と
し
て
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
に
行
わ
れ
た
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
レ
ッ
ス
ン
で
は
、
笛
の
合
図

で
止
り
な
が
ら
の
ド
リ
ブ
ル
や
、

っ
て
食
べ
た
青
木
広
斗

実
さ
ん
（
２
年
）
は
、

「
こ
こ
に
来
た
の
は
４

回
目
で
す
。
や
っ
て
い

る
う
ち
に
楽
し
く
な
り

ま
し
た
」
と
、
堀
内
香

織
さ
ん
（
２
年
生
）
は
、

「
ス
ト
レ
ッ
チ
を
一
緒

に
し
て
、
仲
良
く
な
れ

て
よ
か
っ
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
町
や
議
会
関
係
者
、

出
荷
者
が
集
ま
り
使
い
は
じ
め
式

が
行
わ
れ
た
あ
と
、
出
荷
者
が
お

盆
の
花
や
野
菜
を
運
び
こ
み
、
買

い
物
客
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

出
荷
者
代
表
の
堀
内
睦
夫
さ
ん

（
中
横
道
）
は
「
こ
れ
で
、
菅
平

に
行
く
お
客
さ
ん
も
期
待
で
き
ま

す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

８
月
11
日
に
石
舟
の
ゆ
き
む
ら

夢
工
房
横
に
農
林
産
物
の
直
売
所

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

直
売
所
は
、
木
造
平
屋
建
て
２

３
６
㎡
で
、
そ
ば
な
ど

の
軽
食
ス
ペ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

フ
ェ
イ
ン
ト
を
入
れ
て
の
シ
ュ
ー

ト
、
一
対
一
で
の
相
手
の
か
わ
し

方
な
ど
、
集
ま
っ
た
１
０
０
人
ほ

ど
の
子
ど
も
に
、
長
谷
川
さ
ん
が

見
本
を
示
し
た
り
し
な
が
ら
指
導

し
ま
し
た
。

午
後
は
、
長
谷
川
さ
ん
の
ミ
ニ

ト
ー
ク
シ
ョ
ウ
や
、
真
田
町
、
上

田
市
、
東
部
町
、
坂
城
町
の
少
年

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
の
フ
ッ
ト

サ
ル
大
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ゆ
き
む
ら
夢
工
房
横
に

農
林
産
物
直
売
所
が
新
装
オ
ー
プ
ン

元
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
長
谷
川
健
太
さ
ん
が
、

子
ど
も
達
に
サ
ッ
カ
ー
を
指
導

大
日
向
で
、
子
ど
も
達
が

イ
ワ
ナ
の
つ
か
み
取
り

８
月
14
日
大
日
向
の
室
内
マ
レ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
で
、
イ
ワ
ナ
の
つ

か
み
取
り
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
子

ど
も
達
が
楽
し
み
ま
し
た
。

つ
か
み
取
り
は
、
大
日
向
区
の

夏
の
恒
例
行
事
。
例
年
は
区
内
の

川
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

は
雨
の
た
め
室
内
に
シ
ー
ト
で
プ

ー
ル
を
作
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
、
プ
ー
ル
の
中

で
イ
ワ
ナ
を
追
い
か
け
、
歓
声

を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

分
館
長
の
松
沢
正
往
さ
ん
は
、

「
私
た
ち
が
、
昔
や
っ
た
こ
と

を
子
ど
も
た
ち
も
経
験
し
て
欲

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

12

７
月
29
日
、
長
中
央
水
道
の
真

田
配
水
池
建
設
の
た
め
の
安
全
祈

願
祭
が
真
田
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

真
田
配
水
池
は
、
真
田
の
一
部

と
石
舟
、
戸
沢
、
横
尾

へ
給
水
し
て
い
る
配
水

池
で
、
従
来
は
40
ｔ
級

で
し
た
が
、
真
田
中
学

校
、
ふ
れ
あ
い
さ
な
だ

館
、
ア
ザ
レ
ア
ン
さ
な

だ
、
役
場
な
ど
の
公
共

的
施
設
が
集
中
す
る
エ

リ
ア
の
水
需
要
の
増
大

に
伴
い
、
新
た
に
５
０

０
ｔ
級
の
配
水
池
が
建

設
さ
る
こ
と
に
な
っ
た

も
の
で
す
。

完
成
す
る
と
直
径
14
ｍ
、
高
さ

５
ｍ
に
な
る
円
筒
形
の
配
水
池
は
、

年
内
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

７
月
15
日
に
、
竹
室
の
山
崎
活

性
化
組
合
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
観
光

農
園
で
、
さ
な
だ
保
育
園
の
年
長

児
58
人
が
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
摘
み

取
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

同
組
合
は
、
遊
休
農
地
の
活
用

を
目
指
し
て
３
年
前
か
ら
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
の
栽
培
に
取
組
み
、
今
年

初
め
て
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
収
穫
し

ま
し
た
。

組
合
長
の
高
寺
良
和
さ
ん
（
竹

室
）
は
、
「
あ
ま
り
食
べ
た
経
験

が
な
い
と
思
う
の
で
、
子
ど
も
に

体
験
し
て
欲
し
い
。
家
に
持
ち
帰

る
の
で
Ｐ
Ｒ
に
も
な
り
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
が
中
学
生
の

希
望
者
を
募
っ
て
行
う
、
サ
マ
ー

チ
ャ
レ
ン
ジ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、

７
月
28
日
か
ら
31
日
ま
で
４
日
間

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
真
田
中
の
１
年
生
か

ら
３
年
生
ま
で
の
延
べ
78
人
が
参

加
し
、
か
り
が
ね
学
園
や
ひ
な
や

ま
の
家
、
ア
ザ
レ
ア
ン
さ
な
だ
な

ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
経
験
し
ま

し
た
。

７
月
30
日
に
か
り
が
ね
学
園
で
、

利
用
者
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
手

伝
っ
た
り
、
一
緒
に
ケ
ー
キ
を
作

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
観
光
農
園
で
、

さ
な
だ
保
育
園
児
が
摘
み
取
り
体
験

上
水
道
真
田
配
水
池
が
、

新
た
に
５
０
０
ｔ
で
建
設
始
ま
る

町の中の様々な出来事や話題をお届けしています。

（このコーナーでは、皆さんから寄せられた写真を

一部掲載しています）

真
田
中
生
徒
が
夏
休
み
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
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包子
ぽうず

（中華まんじゅう）

（具）ゆうがお又はだいこん…700g
（みじん切り）・豚ひき肉…100g・
干桜エビ20g・長ねぎ…1本（みじん
切り）・生姜…10g（みじん切り）・
塩・味の素・こしょう・山椒の実・
八角…少々・サラダ油…30cc
（生地）ドライイースト…6g・中力
小麦粉…500g・砂糖…3g

①サラダ油に山椒の実と、八角を入れて炒めて
風味を付けて、山椒の実と八角は取り除く。
②具の材料と、①の油を混ぜる
③ドライイーストに砂糖を溶かしたぬるま湯
（100cc）を入れると泡立ち、15分くらい予備
発酵。
④小麦粉に③を入れてぬるま湯を加えてよくね
る。耳たぶくらいの固さにして20分ねかせる。
⑤④を好みの大きさにのばして、②の具を入れ
て10～15分くらい蒸してできあがり。

（10個分の材料）

（つくり方）

No.82クッキング

山
椒
の
実
と
八
角
の
味
が
で
て
、

風
味
が
い
い
で
す
。

中
村
敬
波
さ
ん
（
萩
）

手話ダンスは、歌詞を手話で
表現して、リズムやテンポは
ステップと身体全体で表現す
る。

８
月
８
日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

手
話
ダ
ン
ス
講
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
講
習
会
は
社
会
福

祉
協
議
会
が
募
集
し
て
行
っ
た
講

習
会
で
、
５
月
か
ら
９
月
ま
で
、

８
回
の
予
定
で
開
催
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

手
話
ダ
ン
ス
は
、
手
話
で
表
情

豊
か
に
歌
詞
を
表
し
、
リ
ズ
ム
や

テ
ン
ポ
は
ス
テ
ッ
プ
と
身
体
全
体

で
表
し
、
音
楽
が
聞
こ
え
な
い
聴

覚
障
害
者
と
歌
や
踊
り
を
楽
し
む

も
の
で
す
。

講
師
は
日
本
手
話
ダ
ン
ス
友
の

会
会
員
の
栗
林
時
子
さ
ん
（
辰
野

町
）
で
、
聴
覚
障
害
者
の
小
沢
モ

ト
ミ
さ
ん
（
辰
野
町
）
と
一
緒
に
、

12
人
の
受
講
者
に
音
楽
に
合
わ
せ

て
の
手
話
ダ
ン
ス
の
講
習
を
し
ま

し
た
。

栗
林
さ
ん
た
ち
は
、
手
話
ダ
ン

ス
の
サ
ー
ク
ル
で
、
福
祉
施
設
へ

の
訪
問
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
、
交
流
の
輪
を
拡
げ
、
県

内
各
地
に
手
話
ダ
ン
ス
の
サ
ー
ク

ル
が
で
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

参
加
者
は
、
講
習
の
成
果
を
９

月
６
日
に
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺

で
開
催
す
る
ふ
れ
あ
い
広
場
で
披

露
す
る
予
定
。
阪
江
光
子
さ
ん

（
つ
く
し
）
は
、「
手
話
ダ
ン
ス
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

楽
し
い
サ
ー
ク
ル
な
の
で
、
皆
さ

ん
、
入
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

明
日
の

地
域
づ
く
り
の
た
め
に
（
31
）

聴
覚
障
害
者
と
歌
や
踊
り
を
楽
し
む

手
話
ダ
ン
ス
講
習
会
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今
年
の
夏
も
菅
平
高
原
は
、

合
宿
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流

す
若
者
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
夏
合
宿
真
っ
盛
り
の

菅
平
で
菅
平
高
原
観
光
協
会
理

事
長
の
小
島
好
憲
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

今
年
の
夏
シ
ー
ズ
ン
の
入
り

込
み
状
況
は
、
「
冷
夏
で
は
あ

る
が
、
合
宿
に
つ
い
て
は
落
ち

て
は
い
な
い
」
と
言
い
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
の
ほ
か
、
菅
平
牧

場
の
標
高
１
６
０
０
ｍ
の
土
地

を
利
用
し
て
作
っ
た
陸
上
の
高

地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど

も
好
評
の
よ
う
で
す
。「
た
だ
、

一
般
の
お
客
さ
ん
は
、
少
し
減

っ
て
い
る
」
と
。

そ
し
て
、
冬
の
ス
キ
ー
客
が
、

最
盛
期
の
半
分
ほ
ど
に
減
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
理
事
長
と
し

て
２
期
目
の
小
島
さ
ん
は
、
旅

行
代
理
店
や
県
外
の
ス
キ
ー
連

盟
な
ど
を
ま
わ
り
、
誘
客
に
取

り
組
ん
で
き
た
と
言
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
月
第
３
日
曜
日
を
子

供
の
日
と
し
て
、
子
供
リ
フ
ト

無
料
な
ど
を
行
い
、
「
子
供
に

ス
キ
ー
を
覚
え
て
も
ら
っ
て
、

ス
キ
ー
人
口
の
底
辺
を
拡
げ
て

い
か
な
い
と
…
」
と
言
い
ま
す
。

２
０
０
４
冬
シ
ー
ズ
ン
に
つ

い
て
は
、「
値
下
げ
で
は
な
く
、

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

で
、
誘
客
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

◯49
あの人を訪ねて
あの人を訪ねて

こじま　よしのり●菅平高原観光
協会理事長。最盛期を迎えた夏の
菅平で、菅平の観光について聞い
た。

値下げではなく、サービスを充実させる
ことで、誘客していきたいと思います。

小島好憲さん（菅平）
菅平高原観光協会理事長

す
る
よ
う
に
し
た
ほ
う
が
い
い
と

思
い
ま
す
。
催
物
が
あ
る
と
、
き

れ
い
に
も
出
来
る
し
、
利
用
価
値

も
出
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

最
近
は
公
園
建
設
な
ど
、
よ
り

主
体
的
に
住
民
の
方
に
参
画
し
て

い
た
だ
き
、
行
政
と
共
に
意
見
を

出
し
合
い
、
造
る
と
い
う
ケ
ー
ス

が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
、

こ
う
し
た
方
式
の
導
入
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

行
政
が
行
う
も
の
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
。
住
民
の
方
が
、
企
画
・

主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
増
え
る
こ

と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

今
月
は
、
広
報
・
有
線
モ
ニ
タ

ー
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見

に
お
答
え
し
ま
す
。

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、
行
政

経
費
の
削
減
は
よ
い
事
で
す
が
、

公
園
等
造
る
と
き
は
、
行
政
内
の

意
見
だ
け
で
な
く
民
間
の
意
見
も

聞
い
て
い
た
だ
か
な
い
と
、
造
っ

て
も
利
用
し
な
い
、
行
か
な
い
所

が
多
く
あ
り
ま
す
。
造
っ
た
場
所

で
の
イ
ベ
ン
ト
を
な
る
べ
く
多
く

このコーナーでは、広報に寄
せられた意見について考えま
す。皆さんのお便りをお待ち
しています。

30

公
園
な
ど
造
っ
た

後
の
利
用
を

住
民
の
皆
さ
ん
も

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
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生涯学習のとびら

化
祭
へ
の
出
品
が
主
な
活
動
で
す
が
、
版

画
展
な
ど
へ
の
出
展
も
今
後
の
課
題
で
す
。

ス
ケ
ッ
チ
旅
行
を
兼
ね
て
各
地
の
美
術

館
や
版
画
展
の
鑑
賞
に
も
出
か
け
、
斉
藤

清
氏
（
福
島
県
）
、
川
上
澄
生
氏
（
栃
木

県
）
な
ど
の
素
晴
ら
し
い
作
品
に
も
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
身
共
に
健
康
で
、
情
緒
豊
か
に
、
楽

し
み
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

毎
月
２
回
、
上
田
市
に
お
住
ま
い
の
岩

田
良
雄
先
生
を
講
師
に
、
８
名
の
仲
間
と

木
版
画
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

年
賀
や
暑
中
見
舞
状
の
交
換
、
町
の
文

７
月
17
日
、
「
町
に
図
書
館
が
あ
る
こ

と
」
と
い
う
演
題
で
、
和
光
大
学
講
師
の

篠
原
由
美
子
先
生
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

こ
の
講
演
会
は
、
図
書
館
整
備
研
究
委

員
会
が
各
種
の
研
究
の
一
環
と
し
て
企
画

し
た
も
の
で
、
町
の
図
書
館
づ
く
り
に
つ

い
て
大
勢
の
方
々
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
参

加
を
呼
び
か
け
た

も
の
で
す
。

講
師
か
ら
は
、

「
図
書
館
が
あ
る
」

と
い
う
本
当
の
意

味
は
、「
図
書
館
」

と
い
う
サ
ー
ビ
ス

が
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
、
と
い
う
興

味
深
い
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
。

次
の
日
程
で
「
ふ
れ
あ
い
夢
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
開
催
し
ま
す
。
出
演
は
、
毎
回
心

を
ひ
と
つ
に
し
た
迫
力
あ
る
演
奏
で
私
た

ち
に
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
、
上
智
大
学

吹
奏
楽
団
の
皆
さ
ん
で
す
。

夏
の
終
わ
り
の
ひ
と
と
き
を
、
心
に
響

く
音
楽
で
締
め
く
く
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
60
名
の
団
員
と
も
ど
も
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

９
月
８
日
（
月
）
午
後
７
時
開
演

会
場

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

演
奏
曲
目
「
美
女
と
野
獣
」「
宝
島
」
ほ
か

・
図
書
寄
贈
の
御
礼
・

上
田
市
在
住
の
芳
池
茂
市
さ
ん
か
ら
、

『
ハ
ー
プ
橋
と
そ
の
周
辺
』
と
題
す
る
私

家
版
写
真
集
14
冊
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
北
陸
新
幹
線
７
年
間
の
記
録
を
写

真
で
た
ど
っ
た
貴
重
な
書
籍
で
す
。

町
の
図
書
館
な
ど
に
配
架
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

夏
の
終
わ
り
の
思
い
出
に

「
ふ
れ
あ
い
夢
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

「
町
の
図
書
館
を
考
え
る
」

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

文
化
協
会
加
盟
サ
ー
ク
ル
の
紹
介

◆
ば
れ
ん
の
会
◆

会
長
　
白
砂
さ
よ
子

（
竹
室
区：

有
線
５
３
７
０
）

真 田 町 人 権 教 育 学 習 会 を
次の日程で開催します。

*各会場とも、時間は午後７時30分～午後９時までを予定しています。

今年も、各地区の公民館を単位に、人権教育学習会を開催します。
昨年に引き続き、気軽に参加できると評判の、ワークショップ形式による
学習会を予定しています。詳しくは後日配布するチラシをご覧下さい。

日　　程 開　　催　　区　　及　　び　　各　　実　　施　　会　　場　（ 下　段　）

角間区

角間公民館

菅平区

菅平リゾートセンター

大日向区

大日向公民館

横沢区

横沢公民館

真田区

真田公民館

石舟区

石舟公民館

戸沢区

戸沢公民館

横尾区

横尾公民館

四日市区

四日市公民館

三島平区

三島平公民館

穴沢区

穴沢公会堂

横道区（三区）

横道公民館

田中区

田中創作館

十林寺区

十林寺公民館

曲尾区

曲尾同和教育集会所

つくし区

つくし集会所

岡保区

岡保公民館

入軽井沢区

入軽井沢集会施設

赤井区

赤井集会施設

小玉上郷沢区

小玉上郷沢コミュニティセンター

上原区

上原公民館

萩区

萩基幹集落センター

大庭区

大庭多目的集会施設

中組区

西部地区コミュニティセンター

大畑区

番匠公民館

下原区

下原同和教育集会所

下塚区

下塚生活改善施設

下郷沢区

下郷沢公民館

中原区

中原生活改善センター

表木区

表木老人共同作業所

竹室区

竹室公民館

荒井区

荒井公民館

町原区

町原コミュニティセンター

出早区

出早コミュニティセンター

９月２４日（水）

９月２５日（木）

９月２６日（金）

９月２９日（月）

９月３０日（火）

１０月１日（水）

１０月２日（木）

１０月３日（金）

１０月６日（月）
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問い合わせ　教育委員会　有線２２４４　q72─２６５５

競
技
種
目

・
パ
ス
・
パ
ス
・
Ｒ
Ｕ
Ｎ

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
　
・
ペ
タ
ン
ク

・
ふ
わ
っ
と
テ
ニ
ス
　
・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
　
・
キ
ン
ボ
ー
ル

・
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
ク

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

・
体
力
測
定
・
健
康
相
談
・
栄
養
相
談

・
体
力
づ
く
り
　
・
模
擬
衝
突
体
験

第
45
回
　
真
田
町
一
周
駅
伝
大
会
が
、

10
月
12
日
（
日
）
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

真
田
町
発
足
の
年
に
始
ま
っ
た
伝
統
あ
る

大
会
で
す
。
多
数
の
チ
ー
ム
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

７
月
20
日
（
日
）、
真
田
町
運
動
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
お
い
て
、
第
８
回
真
田

町
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
の
主
な
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝

桜
井
雅
文
・
上
原
由
美
子
組

準
優
勝

斉
藤
倫
明
・
井
上
ふ
み
子
組

第
３
位

飯
塚
義
隆
・
中
村
容
子
組

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰
も
が

楽
し
く
参
加
し
、
気
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
、
ふ
れ
あ
い
・
喜
び
・
感
動
を
体

感
し
、
健
康
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
体

力
の
向
上
を
図
り
、
健
康
日
本
一
の
町
づ

く
り
を
目
指
し
て
み
ん
な
で
、
い
い
汗
を

流
し
ま
し
ょ
う
。

開
催
日

９
月
14
日
（
日
）

開
会
式

午
前
９
時
か
ら
山
村
グ
ラ
ウ
ン

ド競
技
会
場

町
民
体
育
館
、
真
田
中
学
校

体
育
館
ほ
か
体
育
施
設

競
技
開
始

午
前
10
時
か
ら
各
会
場
で

７
月
26
日
か
ら
31
日
に
か
け
て
、
福
岡

県
遠
賀
郡
岡
垣
町
か
ら
や
っ
て
来
た
24
名

の
小
中
学
生
が
、
５
泊
６
日
の
日
程
で
町

内
に
滞
在
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
真
田
と
岡
垣
両
町
の
ジ

ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
と
双
方
町
民
の

友
好
関
係
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
平

成
３
年
度
か
ら
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る

も
の
で
す
。

今
回
は
岡
垣
町
の
子
ど
も
た
ち
が
当
町

を
訪
問
し
、
”
真
田
っ
子
“
と
一
緒
に
様
々

な
体
験
学
習
を
行
う
こ
と
が
計
画
さ
れ
、

２
日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
研
修
に
続
き
、

根
子
岳
登
山
、
長
小
学
校
と
の
学
校
交
流

会
、
峰
山
キ
ャ
ン
プ
研
修
な
ど
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

海
抜
18
メ
ー
ト
ル
か
ら
や
っ
て
来
た
子

ど
も
た
ち
に
は
、
さ
す
が
に
２
千
メ
ー
ト

ル
級
の
高
山
は
き
つ
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

皆
元
気
に
最
後
ま
で
研
修
を
重
ね
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
交
流
会
を
は
じ
め
、
登
山
や
キ

ャ
ン
プ
な
ど
、
両
町
の
子
ど
も
た
ち
の
ふ

れ
あ
い
の
機
会
が
い
く
つ
か
用
意
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
引
き
受
け
て
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
は
、
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に
、
小
さ
な
交

流
の
輪
が
、
両
町
の
子
ど
も
た
ち
の
心
に

静
か
に
広
が
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

大
会
結
果

ミ
ッ
ク
ス
ダ
プ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

真
田
町
一
周
駅
伝
大
会

昨年実施のパス・パス・RUN

【根子岳登山】高さだけでなく、夏の寒さも体験しました。

【学校交流会】新しい友だちが何人もできたよ。

み
ん
な
で
参
加
！

０３
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｄ
Ａ
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

―
　
さ
な
だ
町
民
健
康
ま
つ
り
　
―

’

国
内
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流
事
業

「
ふ
れ
あ
い
in
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｄ
Ａ
」
開
か
れ
る



問い合わせ Ｓａｔｏ．レッスン

ハウス　q７２－３２５５

９月１日から、入園願書を受け

付けています。今年度から満２歳

から入園できます。

問い合わせ いずみ幼稚園

有線３７９８　q72―２２６２

地域において、地球温暖化の現

状、地球温暖化対策に関する知識

の普及及び地球温暖化対策の推進

を図るための活動を行う地球温暖

化防止活動推進員を募集します。

活動内容 ○地球温暖化防止に関

する講習会などへの派遣　○地球

温暖化防止活動に関し、地域にお

ける県民への情報提供、協力及び

ネットワークづくりの推進　○県

等が主催する研修会や講習会への

参加による自己研さん　○自らの

生活における地球温暖化防止活動

の実践

応募資格 地球温暖化対策のため

の活動に熱意と見識があり、地域

において平日を含め活動ができる

満20歳以上の方

締め切り 平成15年９月26日

詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ・応募先

県地球環境課　q０２６－２３５－

７０２２〒３８０－８５７０（住

所記載不要）Fax０２６－２３５－

７４９１

e－mail chikyu@pref.nagano.jp

春原喜美江の仏画展をカフェ＆

ギャラリーＳａａｎで９月25日

まで開催しています。
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シルバー人材センターは、高齢

者が生きがいを持って働けるよう

にと設立された団体です。60歳以

上で、働く意欲のある方を募集し

ます。

仕事の内容 軽作業分野／農作業

や清掃・除草・ビラくばりなど、

事務分野／あて名書きなど、技術

分野／ペンキ塗りや障子張り・庭

木の手入れなど、サービス分野／

洗濯・雪かき・介護援助など、管

理分野／駐車場管理・日直など

問い合わせ 上田地域シルバー人

材センター真田支所

有線２０２０　q72―４４３３

きのこ食中毒を防ぐため、町内

で採れたきのこを展示したり、鑑

別や相談を行います。

日時・場所 10月１日（水）午前

10時～午後５時・ふれあいさな

だ館

入場料 無料（入浴される方は、

通常の入館料が必要です）

問い合わせ 保健センター

有線２０５３　q72─９００７

「便利」、「簡単」、「安い」、「う

まい」…で食べ物を選んでいませ

んか？食品がふんだんに出まわる

中で、食生活は豊かになっている

でしょうか。今、アレルギーや生

活習慣病、精神的にキレやすい子

が増え、食生活が大きく影響して

いるといわれます。聞い得セミナ

ーで我が家の食生活、見なおして

みませんか。

演題 「今、食があぶない！」

講師 「食べ物文化」編集長　

安藤節子氏

日時 ９月17日（水）午後１時30

分～３時30分　受講無料

場所 上田合同庁舎講堂

締め切り ９月12日（金）までに

申し込み・問い合わせ 生活環境

係　有線２０４６q72－２２０４

食生活改善推進員と食生活を見

直す講義や、調理実習を行います。

食と健康に興味のある方、ご参加

ください。受講された方には、日

本食生活協会からヘルスサポータ

ー21の登録証をさし上げます。

日時 11月17日（月）午前９時～

３時まで

対象・参加費 町民で成人の方　

３００円

内容 ・健康長寿を目指し、食生

活を見直そう（講義）・おいしく

楽しい食卓を！（調理実習）

締め切り ９月30日

申し込み・問い合わせ 保健セン

ター　

有線２０５３　q７２－９００７

大正琴鈴木会真田教室とSato．

レッスンハウスの合同で開催しま

す。入場無料ですので、大勢のみ

なさんお出かけください。

日時 10月５日（日）午後12時開

場、午後１時開演

場所 文化会館大ホール

内容 真田町教室琴演奏・真田町

民踊会による踊りと歌謡（生バン

ド有、当日粗品さしあげます）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

生活 情報

Information

シルバー人材センター
会員の募集

食生活改善推進員と
健康づくりしませんか

いずみ幼稚園で
平成16年度園児を募集

地球温暖化防止活動
推進員を募集します

ふれあいさなだ館で
きのこ展示会を開催

「今、食があぶない！」聞
い得セミナーで確かな目を

大正琴・歌謡コンサート
におこしください。

春原喜美江
仏画展
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日時 ９月25日まで　午前11時

～午後６時30分（入場無料）

問い合わせ エイブル・アート・

ながの　q７２－２１５１

金銭や土地、交通事故の問題を

はじめ、離婚・扶養、相続、差

別・いじめなどでお困りの方は、

お気軽にご利用ください。（相談

無料、秘密厳守）

日時・場所 10月３日（金）午前

10時～午後４時・上田商工会議所

主催 裁判所、検察庁、弁護士会、

法務局、公証役場

問い合わせ 長野地方裁判所上田

支部庶務係　q22―０００３

育児・介護等により職業生活を

中断した後に、改めて再就職を希

望し、就職に向けて準備している

方を対象に、必要となる基礎知識

等を学んでいただくセミナーを開

催します。

日時 ９月11日（木）・12日（金）

両日とも午後１時～４時

場所 野沢会館（佐久市生涯学習

センター）q０２６７－６２－０

６６４）

締め切り ９月８日（月）

託児あり １歳以上～就学前の子

どもに限る（希望の方は、お申し

出ください）

問い合わせ・申し込み （財）21世

紀職業財団長野事務所　

q０２６－２２３－４５２１

うえだアート＆クラフトフェア２

００３ ９月６日（土）・７日

（日）午前10時～午後４時　内

容／日々様々な創作活動をしてい

る方々の作品の披露と交流

第14回春陽会東北信絵画展 ９月

12日（金）～16日（火）午前９時～

午後４時30分（16日は午後４時

終了）

秋の野草と樹木を観察しよう ９

月６日（土）午前９時30分～11時

対象／小中学生と保護者　持ち物

／ビニール袋、植物図鑑（ある方)

太陽の黒点を観測しよう ９月

13日（土）午前10時～11時　

星空観望会 ９月27日（土）午後

７時30分～午後９時　受付は午

後７時から　内容／秋の星座や星

雲・惑星を観望します。

本原児童館建設事業　本体工事

4,620万円 ㈱宮嘉組

高規格救急自動車及び高度救命用

資機材購入

3,043万円 長野トヨタ自動車㈱

傍陽小学校外構工事

1,554万円 三井建設㈱

真田配水池新設工事

7,823万円 ㈱安部工業所

長野営業所

町道大畑横沢線舗装修繕工事

1,008万円 ㈲堀内工務店

長小学校トイレ改修工事

1,139万円 金井設備商会㈱

（９月６日～10月５日）

ベビー相談 ９月11日（木）午前

９時～９時30分受付、

場所／保健センター、

対象／15年６・７月生まれ

お誕生相談 ９月12日（金）午前

９時～９時40分受付、

場所／保健センター、

対象／14年７～９月生まれ

乳児健診 ９月26日（金）午後１

時15分～１時40分受付、

上田創造館の
9月の催し

再就職準備
セミナー

乳幼児健康診査と
予防接種
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法の日週間に
無料法律相談所

場所／保健センター、対象／14

年11月、15年２・５月生まれ

麻疹 ９月、

場所／本原医院・小林医院、

対象／14年３～８月生まれ～90

ヶ月までの未接種児

風疹 10月、

場所／本原医院・小林医院、

対象／14年１～６月生まれ

日時 ９月25日（木）午前9時

～正午

場所 福祉センター

問い合わせ 行政係

有線２０１１　q72―２２０１

または社会福祉協議会

有線２０９１　q72―２９９８

行政相談、心配ごと相談

町事業の落札業者
（6・7月分）



動物を飼い始めたら、その生涯

に責任を持って、終生飼育しまし

ょう。止むを得ない事情により、

飼い続けることができなくなった

場合には、新しい飼い主を探しま

しょう。

保健所では譲渡希望の情報をホ

ームページに掲載して、新しい飼

い主探しのお手伝いをしています

のでご相談ください。

飼い主の責任を明確にし、安易

な引取りを抑えて処分数を減少さ

せるために、引取りには、10月1

日から１頭２０００円の引取手数

料が必要になります。引取りの受

付場所や時間は、事前に保健所へ

電話又は来所してご相談ください。

犬・ねこの引取り手数料

生後91日以上の犬・ねこ　

1頭２０００円

生後91日未満の子犬・子ねこ　

1件（10頭まで）２０００円

相談窓口と時間

●保健所　月曜日～金曜日午前９

時～午後５時　q２５－７１５３

(http://www.pref.nagano.jp/eisei/s

yokuhin/hc/hcsiiri.htm)

●動物愛護センター　月曜日以外

の午前９時～午後５時　

q０２６７－２４－５０７１

(http://www.pref.nagano.jp/xeisei/

doubutu/animal.htm)

現在使われている、町の国民健

康保険被保険者証（被保険証）は、

９月30日で有効期限が切れます。

新しい被保険証は、役場から９

月末に「国保の世帯主」あてに郵

送します。新しい被保険証が届い

たら内容を確認し、期限切れの被

保険証を処分してください。なお

ビニールカバーは、今までのもの

をお使いください。

国民健康保険税が未納の世帯は

郵送ではなく、納税相談を兼ねた

役場窓口での交付となります。10

月１日以降役場へおこしください。

問い合わせ　国保年金係

有線２０５８　q７２－０１５４

町で建設中の本原児童館に、

12月から勤務していただける臨

時職員を募集します。履歴書に作

文を添えて９月16日までに福祉

係まで申し込んでください。

応募資格・人数 教諭資格か保育

士資格があり、健康で子供が好き

な方　若干名

応募方法 作文４００字詰め原稿

用紙２枚　題名「子供と児童館と

の関わり方」

開館予定 平日：午前10時～午後

６時　土、祝祭日、小学校の長期

休業：午前８時～午後６時（開館

時間内で交代勤務）

問い合わせ　福祉係　

有線２０２２q７２－２２０３

５年に１度の住宅・土地統計調
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査が、全国４００万世帯を対象に

行われます。知事が任命した調査

員が調査に伺いますので、ご協力

をお願いします。なお調査の内容

は、統計作成以外の目的には一切

使用されません。

時期 ９月下旬～10月初旬

内容と目的 住宅・土地に関する

最も基本的な調査で、国・県・町

の施策をつくる上での基礎資料と

なります。

問い合わせ 政策係　

有線２０１５q７２－２２０２

これまで給水管の清掃には、ク

ーリングオフができませんでした。

給水管の清掃サービスを語る悪質

な訪問販売業者と消費者とのトラ

ブルが増加していることから「特

定商取引に関する法律」が一部改

正となり「台所流し、便器、浄化

槽、給水管、焼却炉その他の衛生

用の器具又は設備」の清掃にクー

リングオフ等の規制が７月１日よ

り適用されることになりました。

なお浴槽、排水管の清掃は従来か

ら規制が適用されています。

問い合わせ 上水道係

有線２０７１q７２－４２５３

町公営企業では、公金の振替口

座を新たに開設しました。上水道

料金と有線電話の使用料金は、９

月以降、振替後は次の口座に入金

させていただきますのでご承知く

ださい。

（新）００５４０－１－９６０２４９

（旧）００５９０－９－１７９４４

問い合わせ 上下水道課　庶務係

有線２５１５q７２－４２５３

行政 情報

Information

10月1日から
犬・ねこの引取りが
有料になります

国民健康保険の
被保険証が
変わります

本原児童館の
臨時職員を
募集します

10月１日現在で、
住宅・土地統計
調査を実施します

給水管の清掃に
クーリングオフが
適用されます

上水道と有線料金の
郵便局振替口座が、
変わります

町は、上田市、丸子町、武石村

と任意合併協議会を設置して各種

料金や制度、条例などの調整作業

をすすめてきました。

このほど、仮に合併した場合、

新市のまちづくりはどうすすめる

懇談会の後、法定合併協議会に

進むか、否かを判断するにあたり、

10月中旬にアンケートを18歳以

上の全住民の方にお送りして、住

民の皆さんの意向を確認します。

右に今後の予定をお示しします

ので、参考にしてください。

問い合わせ 合併対策室　

有線２０６６　q７２－２２０２

のか、また住民の皆さんのサービ

スや負担はどうなるのかなど新市

の姿について任意合併協議会で話

合ってきた結果がまとまりました。

以下の日程で各区におうかがい

してこれらのご説明と懇談会を行

いますので、９月中旬にお配りす

る資料を持って、懇談会におこし

ください。

合併を考える上での大切な懇談

会ですので、多くの住民の方のご

参加をお願いします。
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合併の懇談会に各区へ
おうかがいします。

●開催時間：午後7時30分～9時30分　（菅平は、午後7時～9時）

期　日 対象区 場　　　　　所
赤 井
下 塚
小玉上郷沢
上 原
竹 室
出 早
荒 井
中 原
表 木
大 畑
町 原
下 原
下 郷 沢
入軽井沢
岡 保
中 組
上 横 道
穴 沢

赤井集会施設
下塚生活改善施設
小玉上郷沢コミュニティセンター
上原公民館
竹室公民館
出早コミュニティセンター
荒井公民館
中原生活改善センター
表木老人共同作業所
番匠公民館
町原コミュニティセンター
下原同和教育集会所
下郷沢公民館
入軽井沢集会施設
岡保公民館
西部地区コミュニティセンター
上横道公民館
穴沢公民館

9月22日
（月）

9月24日
（水）

9月25日
（木）

9月26日
（金）

9月29日
（月）

9月30日
（火）

期　日 対象区 場　　　　　所
下 横 道
中 横 道
萩

田 中
曲 尾
大 庭
三 島 平
戸 沢
横 尾
つ く し
石 舟
横 沢
角 間
真 田
十 林 寺
大 日 向
四 日 市
菅 平

下横道公民館
中横道生活改善施設
萩基幹集落センター
田中創作館
曲尾同和教育集会所
大庭多目的集会施設
三島平公民館
戸沢公民館
横尾公民館
つくし集会所
石舟公民館
横沢公民館
角間公民館
真田公民館
十林寺公民館
大日向公民館
四日市公民館
菅平リゾートセンター

10月2日
（木）

10月3日
（金）

10月6日
（月）

10月7日
（火）

10月8日
（水）

10月9日
（木）

10月10日
（金）

10月に意向確認のアンケートを行います。

合併に関する住民懇談会　日程表
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6

7

9

11

13

14

16

17

18

20

21

23

25

27

28

30

2

4

5

土

日

火

木

土

日

火

水

木

土

日

火

木

土

日

火

木

土

日

番　　　組　　　名 ／　　出　　演　　者

おはなしの世界へ｢いちょうの実｣ ／おとぎの会　荒木克子さん

幼稚園だより「トロイ先生こんにちは」 ／いずみ幼稚園

駐在所だより ／真田駐在所　綱島所長　

身近な税の話「高齢者や障害者と税」 ／上田税務署

おはなしの世界へ｢じかきむしのぶん｣ ／おとぎの会の皆さん　

学校だより「５年生　臨海学習の思い出」 ／菅平小学校

みんなの健康「操体法について」 ／本原医院　小玉真夫先生

さなだ通信 ／町内から

生活のしおり ／上小農業改良普及センター

おはなしの世界へ｢三枚のおふだ｣ ／おとぎの会　佐納良裕さん

保育園だより「元気いっぱい運動会」 ／さなだ保育園

みんなの食生活「若い人も要注意、脳梗塞は増えている」 ／保健センター　山崎栄養士

農業アドバイス ／真田営農センター

暮らしの豆知識 ／上田消費生活センター

おはなしの世界へ｢かたつむりの子ども｣ ／おとぎの会　宮島喜久子さん

学校だより「運動会」 ／本原小学校

「市町村合併について」 ／合併対策室

ゴミの処理について ／生活環境係

おはなしの世界へ｢酒好き坊さん｣ ／おとぎの会　一之瀬とく子さん

学校だより「すずらん祭について」 ／菅平中学校

ゆうほう番組表（9／6～10／5）

放送時間は、夕方６時30分～（再放送は翌朝６時～）の放送となります。（おはなしの世界へ、学校・保育園だよりは夕方５時30分～）

日 曜

真田町の特環公共下水道は平成

9年度に、農業集落排水（本原・

上洗馬・本原南）は平成12年度

までに供用開始となっています。

本管工事及び真田浄化センターの

第2系列処理施設も平成14年度で

すべて完了しました。

平成14年度末の水洗化率は菅

平を除く下水道区域内は73.7％に

なっています。

膨大な費用をかけて工事を進め

てきた下水道は、関係区域全戸の

接続がなければ目的が達成されま

せん。まだ接続されていない方は、

早期に接続していただきますよう

お願いします。

また、浄化槽設置区域の皆さん

も、浄化槽設置についてご検討い

ただきますようお願いします。設

置に対して２年間延長し上乗せし

て補助金を交付します。

ご自宅で下水道への接続をする

ときは、真田町指定工事店にお願

いしてください。

「汚した水は、きれいにしてか

ら返す」そのためにも、早期の接

続にご協力をお願いします。

水洗化工事に金融機関から借入

れをしたとき、その利子を補給す

る制度を平成17年３月31日まで

２年延長しました。

この制度は、くみとり便所を水

洗トイレに改造したり、台所、風

呂などの排水工事をした場合に、

3年以上融資を受けた方で100万

円を限度とし、年利３．５％の範

囲内で、５年間まで利子補給しま

す。対象となる金融機関が定めら

れています。お問合わせください。

問い合わせ 下水道係　

㈲２０７２　q７２－４２５３

水洗化して
生活環境をよくしましょう

☆有線放送に加入しました　○塩沢　勇（石舟）３６０２

下水道への接続を早期に

水洗化資金に利子補給
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一之瀬皓葵くんとお母さん

7 月 届 け 出分

□ごめいふくをお祈りします

伊藤　春代　 61 中　原

宮 ふみ子　 77 菅　平

松井　昌邦　 72 中　原

横澤　重治　 84 大　畑

関　　安晴　 83 出　早

☆お誕生おめでとう

智　範川上　華蓮
かれん

菅　平よう子

賢　治西沢　琉哉
りゅうや

上　原絵里子

充竹内　　匠
たくみ

横　尾明　美

康　弘臼田　　蒼
あおい

横　沢鎮　江

淳　一清水　優佑
ゆうすけ

荒　井夕起子

元　幸大久保厚志
あつし

大日向伸　江

泰　安福與　響紀
ひびき

荒　井映　子

政　伴横尾　弥琴
みこと

菅　平順　子

保　英金子　渚月
なつき

下　原景　子

純　一小林頌気矢
じ ゅ き や

四日市里　加

理　央一之瀬皓葵
こうき

大日向智　子

一　秋清水　　風
うた

石　舟千　晶

威一之瀬百香
ももか

下郷沢里　子

幸治郎小市　愛華
あいか

荒　井愛　美

哲　秀熊谷　瑠晟
りゅうせい

四日市知　美

♡いつまでもお幸せに

宮下　広志　　中　原
堀内　舞生　　上横道

町では年間約80人の赤ちゃんが生まれ、

最近は小さなお子さんのいる家族の転入も

増えています。しかし、近所をお散歩して

いてもお互い知り合う機会は少なく、子育

て学級に参加しているお母さんから、「子

育て中のお母さんたちと仲よくなりたい、

同年代の子どもたちと遊ばせたい」という

声が多く寄せられます。

町内の交流の場とその連絡先を幾つかご

紹介しますので、気軽におしゃべりしに出

かけてみてください。

★子育て支援センター（q73-2140）★児

童図書室（q72-2655）★おもちゃ図書館

（社会福祉協議会q72-2998）★たんぽぽ文

庫（代表：宮島q72-4520）★子育て学級

「かるがも学級」（生涯学習係q72-2655保

健センター）★子育てサークル「どんぐり

の会」（代表：佐藤q72-5666）★保育園開

放（さなだ保育園q72-2050・そえひ保育

園q73-2532）

保健センターでも案内しています。

有線２０５３　q７２－９００７　　　　　

９月30日（火）

・国民健康保険税

・介護保険料（普通徴収）

・有線放送使用料

・保育料

・町営住宅使用料

ご
両
親
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

思
い
や
り
の
あ
る
子
に
育
っ
て
ね
！

納 税 と 使 用

子育て仲間　みつけよう

月　日
工事店名

金 井 設 備 商 会 S
q72-2118 有線 3356

D 駒 屋 商 店
q72-3696 有線 2373

S 石 　 　 塚
q72-2898 有線 3310

D 真 田 建 設
q72-2019 有線 5430

石 巻 設 備
q73-2021 有線 4454

D 長 崎 商 店
q73-2511 有線 2368

S ア サ ヒ 興 業
q72-3414 有線 5333

D ド ー ム 管 工
q72-0771 有線 4383

山 崎 設 備 工 業 D
q73-2322 有線 4210

D 信 濃 空 調
q72-5706 有線 6249

若 林 設 備 工 業 所
q72-3166 有線 5332

イ チ ノ セ 管 工
q72-3000 有線 5216

浅 間 設 備 S
q72-3938 有線 5216

9 月
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水道工事当番店 ９月の水道工事
当番店です。
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サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
in
信
州
は
、

夏
休
み
中
の
都
内
の
小
学
生
に
レ

タ
ス
の
収
穫
体
験
な
ど
を
通
じ
、

真
田
町
で
本
物
の
自
然
に
ふ
れ
て

も
ら
お
う
と
は
じ
ま
っ
た
も
の
。

長
野
県
学
習
旅
行
誘
致
推
進
協

議
会
の
真
田
町
支
部
が
主
催
し
、

７
月
下
旬
か
ら
８
月
末
ま
で
、
１

コ
ー
ス
３
泊
４
日
の
計
８
コ
ー
ス

で
、
都
内
の
小
学
生
を
受
け
入
れ

ま
し
た
。

そ
し
て
、
８
月
４
日
か
ら
７
日

ま
で
の
コ
ー
ス
に
は
、
31
人
の
小

学
生
が
参
加
。
８
月
６
日
の
午
前

に
は
、
菅
平
高
原
の
大
明
神
沢
を

歩
い
て
登
り
、
午
後
に
は
野
外
炊

飯
場
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
子
ど
も
た
ち
は
、
菅
平

に
事
務
所
を
置
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や

ま
ぼ
う
し
自
然
学
校
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

夕
食
を
準
備
。
焚
き
木
集
め
や
火

吹
き
竹
作
り
、
材
料
切
り
を
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
行
う
な
ど
、
普

段
で
は
で
き
な
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
た
。

火
吹
き
竹
を
作
り
、
集
め
た
焚

き
木
の
火
を
お
こ
し
た
野
々
将
悟

く
ん
（
広
尾
小
２
年
）
は
、
「
煙

が
き
て
、
顔
が
熱
か
っ
た
。
で
も
、

ま
た
や
っ
て
み
た
い
」
と
初
め
て

の
体
験
の
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

真
田
ま
つ
り
の
前
に
町

の
有
線
放
送
で
は
、
な

つ
か
し
い
盆
踊
り
の
曲
を
何
曲
か

放
送
し
ま
し
た
。

放
送
の
後
、
聞
い
た
方
か
ら
、

今
の
曲
を
聞
く
と
、
小
さ
い
こ
ろ

に
下
駄
や
着
物
を
買
っ
て
盆
踊
り

に
出
か
け
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
、

と
て
も
な
つ
か
し
い
と
い
う
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
う
い
え
ば
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、

盆
踊
り
の
曲
が
聞
こ
え
て
く
る
と
、

何
と
な
く
う
れ
し
く
な
っ
て
、
公

民
館
ま
で
走
っ
て
行
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の
こ

ろ
の
思
い
出
は
、
意
外
に
忘
れ
な

い
も
の
で
す
ね
。

（
な
べ
）

広
報
さ
な
だ
ま
ち
NO.
３
６
１

平
成
１５
年
９
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
／
長
野
県
真
田
町
　
情
報
政
策
課

q
０
２
６
８（
７
２
）２
２
０
２

印
刷
／（
有
）ア
オ
ヤ
ギ
印
刷

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
in
信
州

都
内
小
学
生
が
菅
平
高
原
で

レ
タ
ス
収
穫
な
ど
を
体
験

自
分
で
作
っ
た
火
吹
き
竹
で
、

集
め
た
焚
き
木
の
火
を
お
こ
す

子
ど
も
た
ち
。

わたしたちの町の人口
総数　11,844人（＋14）
男　15,857人（＋18）
女　15,987人（－14）

世帯数　13,767戸（＋13）
平成15年8月1日現在（ ）内は前月比

インターネット情報
http://www.sanada.or.jp/
http://www.town.sanada.nagano.jp/

この広報紙は環境に配慮し、古紙100％、
植物性大豆インキを使用しています。

季節の中で

話題の広場 56

Town  Topics  September  2003


	200309-P1
	200309-P2-9
	200309-P10-11
	200309-P12-13
	200309-P14
	200309-P15
	200309-P16-17
	200309-P18-19
	200309-P20-21
	200309-P22
	200309-P23
	200309-P24

